
第5章

復興へ向けての取組





復
興
へ
向
け
て
の
取
組

第5章第5章 復興へ向けての取組復興へ向けての取組

令和 2年 7月豪雨……人吉市災害記録誌…｜…5-1…｜

第
５
章

5.1  人吉市復興計画（第一期）の策定
（1）復興計画の策定に当たって

１）復興計画策定の趣旨
人吉市では、これまでに経験したことがない未曾有の被害を受けました。また、

新型コロナウイルス感染症の影響で経済状況の悪化が続く中、今回の豪雨により大
きな被害を受け、多くの事業所を取り巻く環境は非常に厳しく、市民の生活基盤で
ある「なりわい」も危機的状況になりました。

この災害から一日も早く復旧・復興を果たし、今後も安心して住み続けていくた
めには、市民・地域・行政等が一丸となってこの難局に立ち向かい、乗り越えてい
く必要があります。

２０２０（令和２）年９月に策定した人吉市復興基本方針（以下「基本方針」と
いう。）では、本市が復旧・復興を進めていく上での基本方針として、「安全・
安心な地域づくりに向けた復興」「未来への希望につながる復興」「市民一丸と
なって取り組む復興」を掲げています。この基本方針に基づき、今後取り組むべき
復旧・復興の基本施策を体系的にまとめ、着実に復旧・復興へ向けて力強く前進
するための指針として、人吉市復興計画（以下「復興計画」という。）を策定、
２０２１（令和３）年３月に発表しました１）。

２）復興計画の位置付け・対象区域・主体
復興計画の策定に当たっては、基本方針を踏まえた上で、市の最上位計画である

第６次人吉市総合計画（以下「総合計画」という。）との整合性を図るとともに、
人吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる人口減少問題や地方における安定
した雇用の創出など、喫緊の課題にも引き続き取り組みます。また、復興計画は、
単なる復旧に留まらず、総合計画のまちづくりの理念を実現するために、人吉を更
に発展させ、将来への希望につながる未来型の復興に取り組むものとし、各地域の
具体的な取組については、復興まちづくり計画に位置付けて推進します１）。
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基本 
構想 

基本計画 

実施計画 

基本方針 

復興計画 

復興まちづくり計画 

図－5.1.1　復興計画の位置付け１）

復興計画は、本市全域を対象としています。また、復興の主体及び担い手は市民
一人ひとりとし、市民と行政が対話や交流を重ねて将来像を共有し、国や県、他市
町村、大学などの関係機関と協働・連携しながら、復旧・復興に取り組むこととし
ました１）。

３）復興計画の期間
復興基本方針は、総合計画と整合性を図り、計画期間を令和２年度から令和９年

度までの８年間としました。復興計画（第１期）は令和２年度から令和５年度まで
とし、復興計画（第２期）は第６次人吉市総合計画後期計画に一本化し、令和６年
度から令和９年度までとしました。復興まちづくり計画は、復興計画を実現させる
ために取り組むべき事業や、まちづくりの方向性について市民等と協働・連携して
つくる計画としました。

表－5.1.1　復興計画の期間１）

年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 

総合計画 

復興計画 

復興 
まちづくり 
計画

第６次人吉市総合計画前期基本計画 

第６次人吉市総合計画後期基本計画 

復興基本方針 

復興計画（第１期） 

復興まちづくり計画 

総合計画に一本化 
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４）計画の策定・推進体制
復興計画の策定、推進に当たっては、「人吉市災害復興本部」による総括のも

と、市の組織全体が復旧・復興の方向性を共有し、復興計画に示す取組を着実に推
進します。

さらに、復旧・復興の進捗状況等については、市民や地域、市議会、関係機関
に情報提供・報告を行い、連携を図りながら迅速に復旧・復興を行います（図－
5.1.2参照）１）。

有有識識者者会会議議  

 

人人吉吉市市  

 

事務局 
（復興支援課）

関係各課 

連携 
調整 

人人吉吉市市災災害害復復興興本本部部  
【組織体制】 

・市長(本部長)

・副市長(副本部長)

・教育長 ・各部(局)長 ・会計管理者 ・総務課長

・財政課長 ・企画課長 ・議会事務局長

・企画審議監 ・防災安全課長

・オブザーバー

【所掌事項】 
●復興計画の策定及び推進

●復興施策の総合調整・進捗管理

●復興に関し必要な事項

市市議議会会  

市市民民  地地域域  

意見 
提案 

人人吉吉市市復復興興計計画画策策定定委委員員会会  

【委員】 
・市民

・公的団体の代表者

・学識経験を有する者 など

25 名以内で構成 

【審議事項】 
●市の復興計画の策定に関すること

●その他復興計画策定上必要と認める

事項

意見 
提案 

報告 

意見 
提案 

意見 
提案 

意見 
聴取 

【委員】 
学識経験者等で構成し、幅広い観点

からの意見を聴取 

意見 
聴取 

意見 
聴取 

図－5.1.2　復興計画の策定・推進体制１）
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（2）復興に向けた基本的な考え方
１）復興の将来像（復興ビジョン）

令和２年７月豪雨災害を経験し、私たちは球磨川とともに暮らすことについて、
改めて深く考えさせられました。この災害を踏まえた中で、私たちはこれから生き
る場所、立ち上がるグラウンドを決めなければなりません。

そして、私たちは災害を乗り越え、これからも安心して住み続けるために、あら
ゆる知恵を結集し、必要な取り組みを迅速に展開していく必要があります。

本市では、今年度から第６次人吉市総合計画をスタートさせました。計画では、
「まちづくりの理念」として、これまで大切にしてきた価値を護り、育んでいくと
ともに、本市に住むすべての人々の幸せに繋げるための道標として、「みんなが幸
せを感じるまち。ずっと住み続けたいまち。ひとよし」を掲げました。

「これまで大切にしてきた価値」の中でも欠かすことができないものとして、常
にまちの中心にあり、市民の心の拠り所となり、日々の生活を支え、多くの恩恵を
もたらしてくれた球磨川への想いがあります。

災害からの復旧・復興を進めていくうえでは、球磨川をはじめとする自然が私た
ちのくらしと切っても切れない存在であることを認めつつ、今回の災害を教訓に市
民・地域・行政等が一丸となって一日も早い復旧・復興を実現し、安心してずっと
住み続けられるまち、次世代につながるまちを共に創り上げていく必要がありま
す。

以上を踏まえて、復興の将来像（復興ビジョン）を次のように定めました１）。

【復興の将来像（復興ビジョン）】 
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２）復興の基本方針
復興ビジョンを支える基本方針を次の３項目とし、復旧・復興に力強く取り組み

ます１）。

 （１）安全・安心な地域づくりに向けた復興

近年の異常気象下において災害のリスクは避けられません。異常気象はまた発生
するという認識のもと、このような災害により尊い人命が再び奪われることがない
よう、今回の経験を生かした防災減災の取組を推進し、災害に負けない、安全・安
心な地域づくりに向けた復興を目指します。

 （２）未来への希望につながる復興

この地域の自然、歴史、文化をこれからも大切にしながら、単に元の姿に戻すだ
けではなく、人吉を更に発展させ、未来への希望につながる復興を目指します。

 （３）市民一丸となって取り組む復興

復興を迅速、かつ、力強く進めるためには、市民、地域、行政等が垣根を越えて
考え行動することが大切です。これからも、ここに生きる喜びと誇りを感じ、人と
人との絆が広がっていくように、市民一丸となって人吉らしい復興を目指します。

３）復興に向けての3つの柱
災害からの復旧・復興に当たっては、次の３つを柱として関連施策を推進します

（図－5.1.3参照）。
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住まいに被害を受けた方々が、一日も早く被災前の日常を取り戻せるよう、安定した住

まいの再建・確保に取り組みます。また、災害廃棄物の処理や被災家屋の解体などによっ

て生活環境を回復するとともに、被災者に寄り添い、心と身体のケア等のきめ細かな支援

を行います。加えて、誰もが住み慣れたこの人吉で安心して暮らせるよう、市民と関係機

関が協働・連携してコミュニティの再生を図ります。 

被災者のくらし再建とコミュニティの再生①①

被災した中小企業者や農林水産業者等の施設・設備の復旧をはじめとした一日も 

早い再建に向けて国や県と連携し、きめ細かな支援に取り組みます。復旧・復興にあたっ

ては、これまで培ってきた地域資源や技術、ノウハウをさらに磨き上げるとともに、豊か

な自然と歴史・文化の魅力を再発信し、力強い地域経済の再生及び地域の持続的発展に繋

げます。 

力強い地域経済の再生②②

 

甚大な被害を受けた道路、橋梁、上下水道、河川等の公共施設や農林水産の産業基盤に

ついて、早期復旧に取り組みます。また、緑の流域治水を前提として、国や県、関係機関

と連携し、避難体制の再構築や災害の教訓を未来へ伝え続ける防災教育等に取り組み、地

域防災力を向上させ、災害に負けないまちづくりを進めます。 

災害に負けないまちづくり③③

図－5.1.3　復興に向けた３つの柱１）
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４）計画の体系と大まかな工程
復興計画の体系は、前記した「復興の基本方針」、「復興施策の３つの柱」、

「基本施策」及び「未来につながるまちづくり」で構成しています。
その体系図を図－5.1.4に示します。また、大まかな工程を図－5.15に示します。

図－5.1.4　復興計画の体系図１）　（章番号は、復興計画書での番号）

R２年度 R３年度 R4年度 R５年度 R6年度 R７年度～

第４章 基本施策

第５章

図－5.1.5　各施策の大まかな工程１）　（章番号は、復興計画書での番号）
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（3）復旧・復興に向けた基本施策
体系図に記載した早急に進めるべき「復興施策の３つの柱」及び「１３の基本施

策」の内容については、紙面の都合上、省略させて頂きます。復興計画書１）に具体
的に記載していますので、そちらを参照願います。

（4）未来につながるまちづくり
復興計画の第４章に掲げた課題解決に向けた取り組みを着実に進めることはもちろ

んですが、いかにして、私たち市民が一丸となり明るい未来を描いていけるかどうか
が、この地域全体に与えられた課題の本質であると考えています。

今こそ、「ここに残りたい、ここに住み続けたい」と市民の誰もが感じることがで
き、更には、国内外の多くの方が「訪れたい、住みたい」と思えるようなまちづくり
としごとづくりによる未来型復興を地域全体で進めていくことを第５章において、以
下に記載する基本的な考え方に基き定めています。

１１  豊豊かかなな自自然然とと歴歴史史、、文文化化がが融融合合ししたた住住みみたたくくななるるままちちづづくくりり  

２２  災災害害にに強強くく生生活活のの利利便便性性をを向向上上ささせせるる安安全全安安心心ななままちちづづくくりり  

３３  人人吉吉ららししささにに溢溢れれ、、「「ここここにに残残りりたたいい」」がが実実現現ででききるるししごごととづづくくりり  

４４  地地域域全全体体でで人人をを呼呼びび込込むむししごごととづづくくりり  

未未来来型型復復興興のの基基本本的的なな考考ええ方方 

以上の４つの基本的な考え方毎に具体的な取組の方向性をまとめました。以下に
は、項目のみを示します。詳細は、復興計画書を参照願います。
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【未来型復興に向けた取り組みの方向性】
１ 豊かな自然と歴史、文化が融合した住みたくなるまちづくり

・球磨川への愛着を育み、高める景観づくり
・回遊性を高めるウォーカブルシティの形成
・公共施設の集約化を始めとしたコンパクトシティ形成
・自動運転車やスマート公共交通の導入といった暮らしやすいまちづくり
・すまいの創造に向けた仕組みづくり
・災害に強いゼロエネルギー住宅の推進

２ 災害に強く生活の利便性を向上させる安全安心なまちづくり
・DXの推進による災害に強いスマートシティの形成
・デジタルを最大限に活用したコミュニティづくり
・スーパーシティ制度等を活用した開かれたまちの形成
・大災害に備えた広域避難・支援拠点等の形成

３ 人吉らしさに溢れ、「ここに残りたい」が実現できるしごとづくり
・スマート林業のトップモデル形成
・地域資源をフル活用したゼロカーボンシティの形成
・特色を生かした手しごと町屋集積等による観光地の面的魅力向上
・起業・創業を生み出す仕組みづくり
・未来型復興による持続可能な地域づくり

４ 地域全体で人を呼び込むしごとづくり
・地域特性を活用した知の集積拠点づくり
・サテライトオフィスの確保や空き家活用による移住・定住環境づくり
・インバウンドを重視した観光コンテンツの構築
・「おひとよし」ファンクラブ形成による積極的な情報発信
・地域総ぐるみで故郷出身者を支えるネットワークづくり
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（5）復興計画の推進
復興計画は、以下の推進方針で行うこととしています。

１）協働による推進
復旧・復興を着実に進めていくためには、市民・地域・行政、企業や団体、大学

等との協力・関係のもと、一丸となって取り組んでいく必要があります。対話や交
流を重ね、今回の災害を通して得た教訓を次の災害への備えとできるように、それ
ぞれの強み、弱みを共有し、それを補い合う体制を築き、地域全体で協力、連携し
ながら復旧・復興の取組を推進していきます。

２）国や県、他市町村等との連携・協力
今回の災害は、国内でも最大規模の未曽有の災害であり、被害の広域性・甚大性

から、単独の市町村で対応できる範囲を大きく超えています。
本市が復旧・復興を成し遂げるためには、本市の不断の努力だけでなく、人材、

技術、財政など、さまざまな面で国・県との連携が必要です。
また、発災直後から、他市町村からも多数の職員が派遣され、本市の復旧活動に

積極的に携わっていただき、現在も支援をいただいています。
このような派遣職員の専門知識やノウハウ、発想、行動力を最大限に活用し、市

職員との相乗効果を高めながら、復旧・復興の取組みを推進していきます。

３）復興財源等の確保
〇復旧・復興事業への重点化

甚大なる被害を及ぼした今回の災害から復旧・復興していくためには、長い年
月と多額な費用を要します。本市は財政健全化計画の途上にあり、非常に厳しい
財政状況下であることから、既存事業の大胆な見直し、事業の選択と集中を進
め、将来に過度の負担を残さないような財政運営を行います。

また、復旧・復興を着実に進めて行くための効率的な組織体制、人員配置を行
い、財源と人員を復旧・復興事業に重点化します。

〇国・県への働きかけ
本市の非常に厳しい財政状況下において、復旧・復興の取り組みを着実に推進

していくためには、国県の強力な支援が必要不可欠となります。補助率のかさ上
げや補助対象の拡充等を、引き続き国、県に要望していきます。

４）進捗状況を踏まえたプランの見直し
復旧・復興の進捗状況や、状況の変化、地域の実情を踏まえた上で、必要に応じて

適宜計画の見直しを行い、住民のニーズに応じたきめ細やかな支援に取り組みます。
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5.2  復興計画の推進状況
復興計画の第４章に掲げる施策（令和５年度までに早急に取り組む「３つの柱」）の

主な工程を以下のように示すとともに（令和３年１１月公表）、進捗状況について適宜
公表を行っています２）。

項
目

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
設
置
、
巡
回
訪
問
な
ど
関
係
機
関
連
携
に
よ
る
被
災
者
の
見
守
り
支
援

生
活
再
建
支
援
策
の
活
用
支
援

（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
や
義
援
金
）

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（基
礎
支
援
金

R
4
.8
.3
ま
で
、
加
算
支
援
金
（
R
5
.8
.3
ま
で
）

義
援
金
の
配
分

各
種
税
（
料
）
の
減
免
や
利
用
者
負
担
額
等
の
一
部
軽
減

※
対
象
期
間
は
種
類
に
よ
り
異
な
る

生
活
再
建
相
談
窓
口
の
設
置
と
、
被
災
者
支
援
情
報
の
き
め
細
や
か
な
発
信

災
害
廃
棄
物
処
理
支
援
、
災
害
土
砂
除
去
支
援

専
門
職
に
よ
る
学
校
や
保
育
園
等
の
定
期
的
な
巡
回
訪
問
等
実
施
（子
ど
も
達
と
保
護
者
の
心
身
の
ケ
ア
、
見
守
り
）

被
災
し
た
児
童
生
徒
の
校
区
外
就
学
や
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
通
学
支
援

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
新
た
に
創
設

被
災
し
た
自
治
公
民
館
の
再
建
支
援

地
域
の
神
社
や
お
堂
、
祠
な
ど
未
指
定
文
化
財
等
の
復
旧
支
援

仮
設
住
宅
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
支
援

道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
の
応
急
復
旧

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
緊
急
的
な
河
川
掘
削

継
続
的
な
河
川
掘
削

河
川
・
橋
梁
等
の
流
木
撤
去

上
下
水
道
施
設
の
仮
復
旧

鉄
道

復
旧

く
ま
川
鉄
道

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

生
活
支
援

住
ま
い
の
再
建
・
確
保

暮
ら
し
を
支
え
る
生
活

基
盤
等
の
復
旧

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

子
ど
も
達
に
向
け
た
支
援

被
災
住
宅
等
の
解
体
支
援
（公
費
解
体
・自
費
解
体
）

人
吉
市
復
興
計
画
‚
第
１
期
‛
工
程
表

１
－
（
１
）

１
－
（
２
）

１
－
（
３
）

１
－
（
４
）

１
－
（
５
）

１
被
災
者
の
く
ら
し
再
建
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

応
急
的
住
ま
い
確
保

支
援

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
支
援

長
期
的
住
ま
い
確
保

に
向
け
た
支
援

災
害
公
営
住
宅
の
整
備

再
建
支
援
制
度
の
活
用
支
援
（リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
型
融
資
利
子
助
成
、
転
居
費
用
助
成
、
浄
化
槽
支
援
な
ど
）
※
対
象
期
間
は
種
類
に
よ
り
異
な
る

安
全
な
場
所
へ
の
移
転
や
宅
地
再
生
等
の
検
討

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
：
全
線
復
旧
に
向
け
た
要
望
活
動

被
災
地
域
を
中
心
と
し
た
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」策
定

計
画
の
着
実
な
実
行

ＩＣ
Ｔ
機
器
等
の
教
育
環
境
の
充
実

小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト

１
人
１
台
整
備
完
了
(R
2
）

事
業
開
始

R
3
.9
月

応
急
仮
設
住
宅
の
長
期
住
ま
い
活
用
に
向
け
て
要
望
実
施
・協
議

施
設
復
旧
工
事

災
害
廃
棄
物
・災
害
土
砂
受
入
完
了

公
費
解
体
完
了

R
3
.1
2
月
(予
定
)

第
3
回
配
分
実
施

(R
3
.1
0
月
）

地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
設
置
(R
2
.1
0
月
)

申
請
状
況
(R
3
.9
月
時
点
）

基
礎
支
援
金
2
,0
6
4
件

加
算
支
援
金
1
,2
4
2
件

解
体
進
捗
(R
3
.9
月
末
時
点
）

完
了
率
8
0
.9
％
(公
費
・自
費
）

部
分
運
行
開
始
（肥
後
西
村
駅
～
湯
前
駅
区
間
）
R
3
.1
1
月
下
旬
(予
定
)

早
期
の
全
線
開
通
を
目
指
す

復
旧
方
針

決
定
(R
2
.8
)

再
建
状
況
(R
3
.9
月
)

被
災
2
7
（復
旧
済
1
3
復
旧
不
要
4
）

計
画
策
定

R
3
.1
0
月
予
定

指
定
文
化
財
・
登
録
文
化
財
の
早
期
復
旧

復
旧
状
況
（R
3
.9
月
)

指
定

被
災
2
9
箇
所
中

復
旧
完
了
6

登
録

被
災

5
箇
所
中

復
旧
完
了
1

本
工
程
表
は
、
復
興
計
画
（
第
１
期
）
第
４
章
（
令
和
５
年
度
ま
で
に
早
急
に
取
り
組
む
３
つ
の
施
策
）
に
掲
げ
る
施
策
の
う
ち
、
主
な
取
組
の
工
程
を
示
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
再
建
状
況
に
応
じ
て
期
間
延
長

(延
長
に
向
け
て
国
・県
へ
の
要
望
・協
議
）

建
設
型
応
急
住
宅
（建
設
戸
数
：1
3
団
地
・3
8
0
戸
）

市
営
住
宅
（1
6
0
戸
）

賃
貸
型
応
急
住
宅
（5
3
4
戸
）

意
向
調
査

整
備
候
補

地
の
決
定

整
備
候
補
地
検
討

入
居
状
況
(R
3
.9
月
時
点
）

建
設
型

3
1
3
戸

市
営
住
宅

1
2
6
戸

賃
貸
型

3
9
6
件

建
設
型
応
急
住
宅
整

備
完
了
(R
2
.1
2
月
)

主 な 取 組

地
区
別
懇
談
会

校
区
別
座
談
会

意
向
調
査

整
備
戸
数
精
査

Ｒ
５
年
度

入
居
開
始

入
居
希
望

者
説
明
会

【固
定
資
産
税
】被
災
住
宅
用
地
、
代
替
家
屋
、
代
替
償
却
資
産
に
対
す
る
特
例
措
置

※
対
象
期
間
は
種
類
に
よ
り
異
な
る

設
計
・施
工

【現
時
点
に
お
け
る
整
備
方
針
】

整
備
候
補
地
：相
良
町

入
居
開
始
：R
5
年
度

本
復
旧

市
管
轄
分
：R
3
.9
月
時
点

道
路

3
8
箇
所
中

本
復
旧
完
了
2
0

橋
梁

5
箇
所
中

本
復
旧
完
了
2

河
川

1
2
箇
所
中

本
復
旧
完
了
4

被
災
公
園
の
復
旧

※
中
川
原
公
園
は
治
水
対
策
影
響
を
検
証
し
今
後
の
復
旧
方
針
を
検
討
し
た
う
え
で
復
旧
着
手

復
旧
状
況
：R
3
.9
月
時
点

上
水
道

本
復
旧
完
了
4

下
水
道

本
復
旧
完
了
0

本
復
旧

復
旧
状
況
（R
3
.9
月
)

公
園
8
箇
所
中

本
復
旧
完
了
4

図
－
5.
2.
1（
1）
　
復
興
計
画
の
主
な
工
程（
そ
の
1）

2）
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図
－
5.
2.
1（
2）
　
復
興
計
画
の
主
な
工
程（
そ
の
2）

2）

項
目

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

事
業
者
の
B
C
P
計
画
策
定
促
進

事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

被
災
林
道
・
森
林
作
業
道
の
復
旧

6
次
産
業
化
、
高
付
加
価
値
化
の
推
進
（事
業
者
の
再
開
と
連
動
し
、
人
吉
球
磨
一
体
的
に
特
産
物
を
P
R
す
る
取
組
の
推
進
）

中
核
と
な
る
農
業
者
・新
規
就
農
者
確
保
・育
成

商
工
業
の
再
生
・
復
興

観
光
の
再
生
・
復
興

農
業
の
再
生
・
復
興

林
業
の
再
生
・
復
興

新
た
な
産
業
や
人
材
・

雇
用
の
創
出

農
業
用
機
械
等
の
再
取
得
支
援

代
替
農
地
や
機
械
借
り
上
げ
に
よ
る
営
農
継
続
支
援

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
（人
・農
地
プ
ラ
ン
に
お
け
る
地
区
ご
と
の
方
針
決
定
、
ス
マ
ー
ト農
業
推
進
）

２
－
（
１
）

２
力
強
い
地
域
経
済
の
再
生

本
工
程
表
は
、
復
興
計
画
（
第
１
期
）
第
４
章
（
令
和
５
年
度
ま
で
に
早
急
に
取
り
組
む
３
つ
の
施
策
）
に
掲
げ
る
施
策
の
う
ち
、
主
な
取
組
の
工
程
を
示
し
て
い
ま
す
。

人
吉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
事
業
者
・起
業
創
業
希
望
者
の
相
談
体
制
充
実

く
ま
り
ば
の
復
旧

企
業
誘
致
促
進

中
核
工
業
用
地
の
復
旧

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進

ス
マ
ー
ト
林
業
の
広
域
展
開
に
よ
る
施
業
環
境
の
省
力
化
、
効
率
化
促
進

林
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成

農
地
、
農
業
用
施
設
の
復
旧

人
吉
温
泉
の
再
生

復
旧
支
援

相
談
体
制
整
備
、
再
建
補
助
制
度
等
の
活
用
支
援

事
業
再
建
支
援

リ
バ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
再
開
支
援

人
吉
市
復
興
計
画
（
第
１
期
）

工
程
表

２
－
（
２
）

２
－
（
３
）

２
－
（
４
）

２
－
（
５
）

仮
設
商
店
街
整
備

事
業
者
の
課
題
解
決
、
新
事
業
展
開
支
援

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
特
産
物
取
扱
量
拡
大

地
域
デ
ジ
タ
ル
通
貨

構
築
事
業

球
磨
焼
酎

知
名
度
向
上
、
市
場
開
拓
、
需
要
喚
起

球
磨
焼
酎
ト
ッ
プ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
戦
略
(県
）
と
の
連
携

球
磨
焼
酎
を
活
か
し
た
研
究
開
発
・人
材
育
成
づ
く
り
促
進

ま
ち
の
回
遊
性
を
高
め
る
取
組
の
推
進

回
遊
性
を
高
め
る
市
街
地
の
街
並
み
整
備
や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
業
体
験
、
農
泊
等
の
取
組
の
推
進
（
農
業
の
魅
力
発
信
）

計
画
的
な
森
林
整
備
、
放
置
林
対
策
、
鳥
獣
害
対
策
の
推
進

森
林
資
源
の
公
共
施
設
や
一
般
住
宅
へ
の
利
用
促
進

森
林
や
木
製
品
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
創
出
推
進

企
業
と
の
連
携

（包
括
協
定
締
結
）

未
整
備
箇
所
の
整
備

・
温
泉
施
設
復
旧
検
討

新
た
な
人
材
創
出
の
取
組
（地
場
産
業
と
副
業
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
、
プ
ロ
ボ
ノ
人
材
受
入
等
）

企
業
誘
致
・
人
材
育
成
事
業
の
実
施

ひ
と
よ
し
く
ま
熱
中

小
学
校
事
業
(R
3
）

災
害
時
の
絆
や
つ
な
が
り
を
継
続
さ
せ
る
取
組
の
推
進
（ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の
人
吉
情
報
発
信
、
来
訪
に
つ
な
げ
る
取
組
等
）

整
備
状
況

R
3
.1
月
人
吉
復
興
コ
ン
テ
ナ
マ
ル
シ
ェ
(商
工
会
議
所
）

R
3
.2
月
モ
ゾ
カ
タ
ウ
ン
（
市
）

な
り
わ
い
再
建
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
設
置
（
R
2
.8
）

被
災
施
設
復
旧

宿
泊
施
設
の
高
付
加
価
値
化
改
修
支
援

温
泉
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
開
催

収
益
確
保
支
援
や
賑
わ
い
づ
く
り

宿
泊
、
飲
食
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

早
期
航
路
整
備
要
望

復
興
状
況
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信

防
災
学
習
旅
行
な
ど
の
誘
致
拡
大

復
興
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
開
設

復
旧
状
況
(R
3
.9
月
時
点
）
※
災
害
復
旧
事
業

林
道

2
2
箇
所
中

復
旧
中
9

復
旧
状
況
(R
3
.9
月
時
点
）
※
災
害
復
旧
事
業

農
地
：
1
3
9
ha
(査
定
）中
、
発
注
率
6
1
％

農
業
用
施
設
：
2
0
1
件
（査
定
）中
、
発
注
率
3
9
％
（復
旧
完
了
5
件
）

広
域
展
開
状
況
：人
吉
、
錦
、
あ
さ
ぎ
り
、

山
江
区
間
に
お
い
て
展
開
中

県
立
高
校
へ
の
「
球
磨
焼
酎
学
科
」創
設
要
望
・
設
置
へ
向
け
関
係
機
関
協
議

再
建
補
助
制
度
の
活
用
状
況
(R
3
.9
月
時
点
）

な
り
わ
い
再
建
補
助
金
(1
3
次
申
請
ま
で
）
2
4
2
件

被
災
小
規
模
事
業
者
再
建
補
助
金

3
8
9
件

球
磨
川
く
だ
り

ひ
か
り
の
実
証
実
験
・着
地
型
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
証
実
験
等
の
実
施

観
光
拠
点
再
生

計
画
策
定

主 な 取 組

一
部
運
行
再
開

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
再
開

H
A
S
S
E
N
B
A
オ
ー
プ
ン
・遊
覧
船
再
開

リ
バ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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項
目

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

国
道
2
1
9
号
（
人
吉
～
八
代
間
）の
早
期
復
旧
要
望

災
害
に
強
い

都
市
基
盤
づ
く
り

確
実
な
避
難
を
実
現
す
る

仕
組
み
づ
く
り

公
共
施
設
の
復
旧
方
針
決
定

（
行
財
政
健
全
化
計
画
を
踏
ま
え
施
設
ご
と
に
方
針
決
定
後
、
復
旧
着
手
ま
た
は
廃
止
）

早
急
に
取
り
組
む
べ
き

治
水
対
策

３
－
（
１
）

人
吉
市
復
興
計
画
（
第
１
期
）
工
程
表

３
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

河
川
の
流
木
や
堆
積
土
砂
撤
去

早
急
に
取
り
組
む
べ
き

治
山
対
策

３
－
（
２
）

継
続
的
な
河
川
堆
積
土
砂
撤
去
を
国
県
へ
要
望

流
域
治
水
対
策
の
検
討

（国
・
県
・流
域
市
町
村
）

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
（
通
常
パ
ト
ロ
ー
ル
、
出
水
期
前
国
県
市
合
同
パ
トロ
ー
ル
、
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
）

河
川
整
備
計
画
の
早
期
策
定
、
被
災
河
川
の
早
期
復
旧
を
国
、
県
へ
要
望

林
道
、
作
業
道
、
森
林
災
害
箇
所
の
早
期
復
旧

計
画
的
な
森
林
整
備
、
放
置
林
対
策
、
鳥
獣
害
対
策
、
森
林
環
境
保
全
パ
ト
ロ
ー
ル
定
期
実
施

治
山
対
策
強
化

開
発
行
為
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
策
等
に
関
す
る
協
定
締
結
推
進

貯
留
機
能
の
活
用
促
進
（
田
ん
ぼ
ダ
ム
や
雨
水
浸
透
桝
設
置
等
の
推
進
）

国
道
4
4
5
号
未
改
良
区
間
の
避
難
路
と
し
て
の
早
期
整
備
と
青
井
神
社
周
辺
～
球
磨
川
を
結
ぶ
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
の
あ
る
空
間
づ
く
り

球
磨
川
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
見
直
し
、
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
本
格
運
用

代
替
性
の
あ
る
避
難
路
確
保
・
避
難
路
の
安
全
確
保

災
害
リ
ス
ク
周
知
・
防
災

意
識
の
向
上

浸
水
想
定
区
域
図
（
L
2
）周
知

総
合
防
災
マ
ッ
プ
見
直
し
・
全
世
帯
配
布

身
近
で
安
全
な
緊
急
避
難
場
所
の
確
保

球
磨
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強
力
な
推
進

・流
域
治
水
対
策
の
う
ち
特
に
緊
急
的
に
実
施
す
る
対
策
・・
河
川
掘
削
、
御
溝
川
放
水
路
、
堤
防
整
備
、
遊
水
地
、
流
水
型
ダ
ム
整
備
等

・実
施
に
向
け
た
国
、
県
、
流
域
市
町
村
協
議
検
討
、
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

球
磨
川
水
系
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト策
定
(R
3
.3
）

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事

業
に
関
す
る
協
定
(R
3
）

防
災
・
避
難
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化

下
水
道
施
設
の
仮
復
旧

整
備
に
向
け
た
住
民
説
明
、
道
路
詳
細
設
計
、
事
業
計
画
（
県
）

本
復
旧
（
耐
水
化
・
嵩
上
げ
）

防
災
ラ
ジ
オ
(防
災
無
線
戸
別
受
信
機
）の
全
世
帯
配
布

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
防
災
ア
ラ
ー
トシ
ス
テ
ム
構
築

全
世
帯
配
布

新
市
庁
舎
建
設
（
災
害
に
強
く
、
業
務
継
続
性
に
優
れ
た
庁
舎
整
備
）

浸
水
被
害
が
大
き
か
っ
た

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
・

土
地
利
用
の
検
討

被
災
地
域
を
中
心
と
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
動
し
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

浸
水
想
定
区
域
の
居
住
誘
導
を
含
め
た
土
地
利
用
の
検
討
（
立
地
適
正
化
計
画
作
成
等
）

計
画
の
着
実
な
実
行

指
定
避
難
所
の
見
直
し

指
定
避
難
所
の
感
染
症
対
策
強
化
、
ペ
ッ
ト同
行
避
難
場
所
の
確
保
な

ど
配
慮
を
要
す
る
方
の
避
難
対
策

デ
ジ
タ
ル
ケ
ア
避
難
所
サ
ー
ビ
ス
実
証
事
業

地
域
ご
と
の
備
蓄
体
制
強
化

防
災
・
避
難
情
報
の
伝
達
手
段

多
重
化
・
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

指
定
避
難
所
へ
災
害
備
蓄
倉
庫
整
備

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト構
築
（情
報
一
元
化
）

緊
急
時
の
警
報
サ
イ
レ
ン
に
よ
る
呼
び
か
け

内
水
対
策

強
化

県
道
1
5
号
線
（
人
吉
水
俣
線
）
の
早
期
開
通
要
望

供
用
開
始
R
4
.5
月

本
工
程
表
は
、
復
興
計
画
（
第
１
期
）
第
４
章
（
令
和
５
年
度
ま
で
に
早
急
に
取
り
組
む
３
つ
の
施
策
）
に
掲
げ
る
施
策
の
う
ち
、
主
な
取
組
の
工
程
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
街
地
再
生

整
備
方
針
検
討

事
業
推
進

都
市
計
画
決
定

被
災
市
街
地
復
興

推
進
地
域
指
定

都
市
計
画
決
定

事
業
区
域

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト構
築
（情
報
一
元
化
）

防
災
ラ
ジ
オ
(防
災
無
線
戸
別
受
信
機
）の
全
世
帯
配
布

測
量
・
設
計
・
施
工

浸
水
深
標
識
の
設
置
促
進

垂
直
避
難
可
能
な
民
間
施
設
と
の
協
定
促
進

緊
急
避
難
場
所
（
避
難
タ
ワ
ー
）
整
備
検
討

主 な 取 組

国
・
県
へ
の
要
望
実
施

緊
急
治
山
対
策

山
地
崩
壊
復
旧
(緊
急
治
山
対
策
事
業
(県
）)
古
仏
頂
町
・
木
地
屋
町
ほ
か

事
業
認
可

県
営
治
山
事
業
に
よ
る
対
策
強
化
（
被
災
現
地
調
査

→
対
策
箇
所
検
討
・
協
議

→
施
工
）

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
防
災
ア
ラ
ー
トシ
ス
テ
ム
構
築

・
御
溝
川
放
水
路
整
備
の
促
進

・
出
水
川
、
福
川
な
ど
支
川
内
水
対
策
検
討

・
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
施
設
耐
水
化

・
必
要
な
排
水
機
場
の
整
備
に
向
け
た
国
県
と
の
協
議
、
要
望

田
ん
ぼ
ダ
ム

実
証
実
験
(Ｒ
3
.5
～
)

運
用

運
用

設
置
済
：九
日
町
・紺
屋
町

(Ｒ
3
.9
月
時
点
）

図
－
5.
2.
1（
3）
　
復
興
計
画
の
主
な
工
程（
そ
の
3）

2）
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復
興
へ
向
け
て
の
取
組

第
５
章

　
項
目

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

地
域
全
体
で
災
害
に

備
え
る
体
制
づ
く
り

人
吉
市
復
興
計
画
（
第
１
期
）
工
程
表

３
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

３
－
（
３
）

地地
域域
のの
防防
災災
力力
強強
化化

消
防
団
の
機
能
回
復

消
防
団
の
組
織
再
編
（
検
討
）
・体
制
強
化

自
主
防
災
組
織
の
再
編
・
強
化
、
地
区
防
災
計
画
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
支
援

避
難
支
援
計
画
（
個
別
避
難
計
画
）
の
再
構
築

事事
業業
所所
やや
学学
校校
等等
のの
防防
災災
体体
制制
強強
化化

事
業
者
の
B
C
P
計
画
策
定
・
見
直
し
促
進

要
配
慮
利
用
施
設
の
避
難
確
保
計
画
策
定
・
見
直
し
促
進

災
害
時
に
も
強
く
対
応
す
る
医
療
提
供
体
制
連
携
強
化
、
熊
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
促
進

学
校
の
防
災
体
制
強
化
、
防
災
教
育
推
進

避
難
訓
練
の
定
着
化
、
住
民
主
体
の
避
難
所
運
営
訓
練

水
害
保
険
加
入
促
進
・
各
家
庭
で
の
備
蓄
体
制
促
進

実
効
性
あ
る
避
難
訓
練
の
定
期
実
施
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
普
及
促
進

地
域
防
災
官

配
置
(R
3
.5
）

積
載
車
、
小
型
ポ
ン
プ
：
復
旧
完
了

詰
所
復
旧
：
復
旧
済
1
復
旧
中
2
未
復
旧
2
(R
3
.9
)

避
難
確
保
計
画

作
成
率
1
0
0
％

自
主
避
難
訓
練
(出
水
期
前
）

総
合
防
災
訓
練
（1
0
月
）

広
報
紙
：防
災
シ
リ
ー
ズ
開
始

災
害
の
経
験
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
取
組
の
推
進

災
害
時
の
人
的
・
物
的
支
援
体
制
の
強
化
（災
害
応
援
協
定
促
進
）

協
定
締
結
状
況
(R
3
.9
月
時
点
）

人
的
支
援
：2

物
的
支
援
：2

本
工
程
表
は
、
復
興
計
画
（
第
１
期
）
の
う
ち
第
４
章
（
令
和
５
年
度
ま
で
に
早
急
に
取
り
組
む
３
つ
の
施
策
）
に
掲
げ
る
施
策
の
う
ち
、
主
な
取
組
の
工
程
を
示
し
て
い
ま
す
。

図
－
5.
2.
1（
4）
　
復
興
計
画
の
主
な
工
程（
そ
の
3）

2）




